
　
二
月
二
十
四
日
（
土
）

京
都
大
学
憾
二
大
学
院
会

一
二
月
例
会

　
一
二
月
九
日
（
土
）

　
北
朝
の
政
治
と
思
想

京
都
大
学
萩
制
大
学
院
会

一
月
例
会

学
界
消
息

　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

二
月
例
会

　
二
月
三
臼
（
土
）
　
於
京
大
史
学
科
第
二
教
室

　
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
駄
解
な
訪
ね
て
　
蔽
瞑
瞑
・
　
勝
次
桝
氏

　
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

　
　
　
国
史
・
学
関
係

昭　

ｹ
一
二
志
i
六
年
度
卒
業
生
予
鱒
門
ム
写

　
二
月
二
十
三
β
（
金
）
於
楽
友
会
館

　
昭
和
三
六
年
度
卒
業
生
三
名
の
他
、
先
輩
、
後
輩

　
約
四
〇
名
が
集
り
、
卒
業
生
の
前
途
を
祝
し
た
。

　
　
　
東
洋
史
関
係

昭㎝

H
～
瓢
十
｛
ハ
年
度
康
洋
史
卒
業
生
予
賎
△
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館

陳
列
館
会
議
室

　
　
兼
子
　
秀
利

　
｝
月
へ
九
段
（
金
）
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
『
東
洋
史
研
究
』
第
二
〇
巻
第
三
号
合
評
会

三
月
例
会

　
三
月
二
躍
（
金
）

　
宋
代
商
業
の
一
特
性
に
つ
い
て

　
居
延
漢
簡
の
研
究
と
今
後
の
課
題

　
　
　
西
　
洋
史
関
係

爾
洋
史
読
書
会
第
九
回
春
季
穴
会

　
四
月
二
十
九
日
（
日
）

楽
友
会
館

梅
原
　
　
影

響
函
　
英
正

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
法
経
第
五
教
室

　
デ
ー
ン
ロ
ー
地
帯
の
自
由
縫
製
の
性
絡
に
つ
い
て

　
　
一
特
に
ノ
ル
マ
ソ
征
服
以
降
の
リ
ソ
カ
ン
シ

　
　
　
　
ャ
ー
の
場
合
一
　
　
　
　
鈴
木
　
利
章

　
ア
メ
リ
カ
の
「
内
日
取
驚
と
労
働
…
考
　
山
田
ゼ
　
幹
雄

　
ジ
ニ
ソ
ト
ル
マ
ン
・
イ
デ
ア
ー
ル
の
形
成

　
　
一
近
代
イ
ギ
リ
ス
国
民
文
化
の
系
譜
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
　
武
臣

　
前
川
責
次
郎
教
授
帰
朝
談
（
ス
ラ
イ
ド
使
嗣
）

　
　
　
地
理
学
関
係

昭
和
早
一
二
十
⊥
ハ
年
由
度
卒
業
生
予
磯
ム
瓜

　
二
月
一
　
十
遡
日
（
土
）
午
後
、
地
理
学
実
習
室
に

　
て
、
学
部
卒
業
論
文
・
鰺
士
論
交
の
発
表
会
を
開

　
ぎ
、
活
襟
な
討
論
を
行
な
っ
た
。
ひ
ぎ
つ
づ
き
予

　
礁
貼
ム
瓜
（
於
「
・
ミ
ニ
ソ
ヘ
ソ
一
）
に
・
）
つ
h
ソ
、
歓
談
の

　
う
ち
に
赫
卒
業
生
（
学
部
五
名
、
大
学
院
修
士
課

　
程
三
名
）
の
前
途
を
祝
し
た
。
出
席
者
は
教
官
・

　
先
張
・
学
生
な
ど
四
十
三
名
。

人
交
地
理
学
会
第
四
十
五
会
例
会

　
二
月
十
日
（
土
）
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
交
学
部

　
鷹
欠
久
保
赤
水
の
シ
ナ
糊
凶
に
つ
い
て
　
海
野
　

一
隆

　
エ
リ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
岡
　
　
武

人
丈
地
理
学
ム
四
第
閃
【
十
六
ム
瓜
例
ム
ム

　
四
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
　
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
立
命
館
大
学
文
学
都

　
山
村
社
会
の
変
動
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
高
明

　
　
－
　
つ
の
事
例
研
究

　
知
床
の
漿
観
　
　
　
　
木
下
　
良
・
窪
田
哲
三
郎

　
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
乾
燥
地
帯
　
小
堀
　
　
巌

臼
本
地
理
学
会
大
会

　
四
月
篇
十
八
臼
・
二
十
九
日
の
両
日
、
臼
本
大
学

　
交
理
学
部
で
開
催
さ
れ
た
。
京
都
大
学
地
理
学
教

　
室
か
ら
は
、
昭
和
三
十
四
年
来
、
調
査
を
続
け
て

　
い
る
大
阪
東
北
郊
門
真
地
区
の
地
域
研
究
を
共
瞬

　
で
発
表
し
た
。
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学界消息
　
　
昭
勲
丁
三
山
ハ
年
度

　
　
京
都
大
学
卒
業
態
文
題
昌

　
国
史
単
奪
攻

近
世
宿
駅
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
．
細
辻

　
－
彦
根
藩
領
高
宮
宿
の
場
合
i

中
世
末
期
に
あ
4
9
け
る
惣
の
変
遷
　
　
丸
山

　
4
近
江
国
蒲
生
郡
得
珍
保
の
場
合
－

平
安
初
期
の
社
会
　
　
　
　
　
　
　
溝
上

霧
士
課
愚

初
期
庄
園
制
の
歴
史
的
構
造
　
　
　
原

　
東
洋
史
学
奪
攻

清
初
イ
ン
ド
シ
ナ
に
於
け
る
華
僑
　
小
沢

ム
ガ
ー
ル
朝
中
期
に
お
け
る

　
土
地
収
税
制
度
変
遷
の
一
考
察
　
近
藤

宋
代
の
捕
吏
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹

醗
の
芸
術
性
　
　
　
杉
村

　幸
瑛彦亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
三
郎

　
t
東
大
寺
領
庄
園
の
開
発
と
経
営
の
分
析
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
靖
彦

　
一
そ
の
政
治
機
構
に
占
め
る
位
鍛
と
機
能
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邦
彦

　
－
特
に
法
帖
の
中
の
瞥
人
尺
績
に
つ
い
て
ー

ウ
ィ
グ
ル
帝
国
の
西
方
拓
彊
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
　
哲
朗

初
期
太
平
天
国
運
動
の
一
考
察
　
　
藤
田
　
敬
一

五
・
四
時
期
の
李
大
釧
に
つ
い
て
　
出
本
　
善
久

〔
修
士
課
程
〕

ガ
ン
ダ
ー
ラ
史
ー
サ
カ
・
ク
シ
ャ
ン
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷

中
團
中
世
貴
族
制
の
崩
壊
と
群
召
制

　
一
牛
李
の
党
争
の
分
析
を
通
し
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礪
波

ジ
ュ
ン
ガ
ル
r
王
国
勃
興
史
の
研
究
　
か
石
加
訟

明
代
吟
密
王
家
考
　
　
　
　
　
　
　
永
元

四
周
の
貴
族
と
窟
界
　
　
　
　
　
　
難
波

　
西
洋
史
学
専
攻

チ
ャ
ー
チ
イ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
伊
吹

ド
イ
ツ
に
於
け
る
自
由
労
働
組
合
の
発
展

　
i
総
務
委
員
会
の
活
動
を
中
心
に
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
に
お
け
る
英
賑
下
院
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
本

匹
O
¢
吐
図
の
外
交
政
策
　
　
　
　
　
藤
谷

　
一
農
民
運
動
を
中
心
と
し
て
…
　
櫻

ジ
ョ
セ
フ
。
チ
ェ
ム
パ
レ
ン
の
外
交
耽
以
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森

十
七
…
笹
紀
ス
ペ
イ
ン
王
室
財
政
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井

〔
修
士
課
程
〕

仲
男

新寿
治確認護

敏
之

サ　ノぬ

正栄昇幸征

十
九
世
紀
末
ア
メ
リ
カ
合
獄
門
西
部
に
つ
い
て　

繁
絢
子

柳
雄

ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
政
治
思
想
と
近
代
フ
ラ
ン
ス
の

　
問
題
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
子
　
　
蒸

デ
！
ソ
ロ
ー
地
帯
の
自
由
農
民
と
そ
の
社
会

　
－
窯
O
ヨ
騨
P
O
O
訂
ρ
β
O
ω
什
以
降
の
リ
ソ
カ
ン

　
　
シ
ャ
ー
の
場
合
－
　
　
　
　
　
鈴
木
　
利
章

　
地
理
学
奪
攻

わ
が
圏
の
濃
墨
に
関
す
る
統
計
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
倉

ト
ン
ガ
の
土
地
　
　
　
　
　
　
　

飯
田

農
村
に
お
け
る
地
域
的
秩
序
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
簾

勝
彪
寺
文
書
に
み
る
歴
史
的
地
域
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤

衛
星
都
市
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
森
永

〔
修
士
課
程
〕

　　　　正進直潤博寛

明
治
以
降
に
お
け
る
米
作
農
業
の
地
域
的
農
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
地
　
利
明

中
央
ア
ジ
ア
交
通
路
の
研
究
　
　
　
酒
井
　
敏
明

中
小
漁
業
に
お
け
る
産
業
資
本
の
形
成
と
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
洋
子

　
村
の
変
化
と
水
魚
耕
作
　
　
　
　
　
舟
場
　
正
富
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会
　
　
　
告

吏
学
研
究
会
の
改
組
に
つ
い
て

　
『
史
林
』
四
四
巻
一
号
に
て
す
で
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
通

り
、
史
学
研
究
会
で
は
、
目
下
財
団
法
人
設
立
許
可
を
申
請
中
で
あ

り
ま
す
。
右
申
請
は
未
だ
許
可
を
得
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

暫
定
措
麗
と
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
よ
り
、
財
団
法
人
史

学
研
究
会
寄
附
行
為
を
準
用
し
て
改
組
し
、
左
記
の
役
員
、
評
議
員
、

委
員
を
も
つ
て
新
発
足
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
右
、
お
知
ら
ぜ
い
た
し
ま
す
。
　
（
な
お
寄
附
行
為
は
財
団
法
人
の

設
立
許
可
が
あ
り
ま
し
て
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
）

　
　
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

理
事
長

理
　
事

宮
崎
　
市
定

＊
赤
松
　
俊
秀

井
上
　
智
勇

小
葉
田
　
淳

田
村
　
実
造

中
山
　
治
｛

秋
山
　
國
三

＊
織
癬
　
武
雄

＊
佐
伯
　
　
富

時
野
谷
　
勝

長
広
　
敏
雄

。
有
光
　
教
一

　
貝
塚
　
茂
樹

　
柴
田
　
　
実

中
原
与
茂
九
郎

　
羽
田
　
　
明

監
　
事

評
議
員

林
屋
辰
三
郎
　
　
藤
岡
謙
二
郎

水
野
　
清
一
　
　
村
松
　
繁
樹

竹澄水小岸岡今会藤
内田津牧　傭中田
理正一実俊　寛雄直
三一朗繁男敬司次幹

奈
良
本
辰
也

野
上
　
俊
静

原
　
弘
二
郎

日
野
開
三
郎

藤
井
　
　
，
駿

宝
月
　
圭
五
口

松
ホ
　
信
広

村
田
数
之
亮
．

末酒慶小岩石
永井松畑城田
雅三光龍隆一
雄郎雄．雄利良

曾
我
部
静
雄

角
濁
　
文
衛

西
井
　
克
巳

野
間
　
三
郎

林
　
建
太
郎

平
山
敏
治
郎

藤
原
利
一
郎

前
田
　
一
良

三
品
　
彰
莫

　　　　　　　　ホ

1森暫

務　鹿　次
）　三三郎
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樋萩西豊蕎鈴佐小越内今
口原村田瀬木藤林智田津
再臨：睦　 重成　 行武吟
康平男i難雄高長雄i臣風晃

福
罷
猛
市
郎

別
技
　
篤
彦

松
井
　
武
敏

水
川
　
温
二



委
　
員

山熱水越米山宮
澄田無智倉崎崎
　　一武二　 円

元公朗臣：郎三組

山　村
本　山

達
郎

修

狸葭　柔左＝　重通　　ナ羊

山　原　1コ

裕　　隆俊
男節康男

横　山
田　口
　　　平

健四
一　郎

以野朝イ左
　田尾藤

雄弘長

｝
水都荒小彰直

　　　　　木執津本武野
　　　　　孝志
一雅養和三

沁ﾒ
朗弥郎子周郎紹

介

大
阪
市
立
大
学
助
教
授

大
阪
外
濁
語
大
学
教
師

京
都
大
学
助
手

京
都
大
学
大
学
院
学
生

関
愛
甲
空
中
学
部
数
諭

京
酪
大
学
助
教
授

／

／
f

　
　
　
正
　
　
　
誤
　
　
　
表

四
五
巻
二
号
所
載
霞
評
「
証
書
釈
二
三
の
研
究
（
礪
波
護
）
偏
に
の
次

誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

一
五
六
胃
ハ
上
段
」
T
一
瓢
行
門
噛
癖
瓢
｛
〇
四
頁
」
↓
「
一
二
四
〇
貰
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
む

　
　
　
　
　
　
十
閥
行
員
「
三
四
〇
頁
」
↓
「
三
四
三
頁
」
・

川
編
　
集
　
後
　
記
獅
剛

　
本
年
第
三
号
を
お
腐
け
い
た
し
ま
す
。
予
定
の
刊
行
日
よ
り
は
な
お
大
巾
に

お
く
れ
て
お
り
ま
す
が
、
、
逐
次
圓
復
に
む
か
っ
て
お
り
、
あ
と
二
号
で
本
来
の

姿
を
と
り
か
え
す
予
定
で
す
。
干
し
ば
ら
く
ご
辛
抱
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
手
引
に
て
御
覧
の
と
お
り
、
旧
史
学
研
究
会
は
発
展
的
に
解
消
し
て
、

財
団
法
人
史
学
研
究
会
寄
附
行
為
を
準
婚
し
て
改
組
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
と

と
も
に
委
員
の
人
員
も
拡
充
し
て
、
『
史
林
』
の
編
集
・
発
行
、
例
会
の
運
営

等
諸
事
業
を
一
層
円
滑
に
運
営
す
る
こ
と
を
期
し
て
お
り
ま
す
。
委
員
会
も
月

二
回
定
例
に
槻
催
し
て
、
運
営
に
新
風
を
ふ
ぎ
こ
む
べ
く
張
り
き
っ
て
お
り
ま

す
。
会
員
餐
位
の
御
意
見
も
ど
し
ど
し
お
蒸
せ
下
さ
い
。

　
な
お
、
昨
今
ま
た
ま
た
印
刷
コ
ス
ト
の
値
上
が
り
に
よ
る
雑
誌
代
・
本
代
の

値
上
が
り
が
爵
立
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
会
の
会
費
は
、
会
戯
各
位
が
完
納
し

て
下
さ
る
限
り
双
支
は
網
償
う
予
定
で
す
の
で
、
冒
下
の
と
こ
ろ
改
．
訂
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
だ
け
に
、
滞
納
は

な
さ
ら
ず
に
、
重
た

な
る
べ
く
前
納
…
下
さ

い
ま
す
よ
う
、
重
ね

て
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
（
由
仁
　
元
）

九九
六六
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